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最近の経済指標 

             笹木 義次 

2021 年 11 月の鉱工業の生産指数は 97.7となり

前月比で 7.2％の大幅な増加となりました。自動

車工業の生産指数が前月比で 43.1％の増加とな

った事が寄与しました。自動車工業の鉱工業生

産指数に対する増加寄与度は 4.9％です。自動車

工業の生産増加の寄与を除くと、前月比で 2.3％

の増加となります。経産省によれば、自動車工業

の生産増加は、部材供給不足の影響が緩和され

たためとしています。 

 

12月と 1月の生産計画は増産計画になっていま

す。しかし、計画の実現率が継続してマイナスと

なっている事から、実際の生産は計画を下回る

と考えています。11 月の生産の回復に寄与した

自動車工業が含まれる輸送機械工業の生産計画

は 12 月が前月比で 3.6％増加、1 月は前月比

0.1％減とほぼ横ばいとなっています。11 月には

生産が回復しましたが、先行きは回復一服とな

っています。 

 

こうした事から、このまま順調に鉱工業の生産

指数が回復するとは見ていません。先行きの生

産回復には不確実性があると考えています。 
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     証券作成
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輸送機械工業 生産実績と計画

生産

(注意)2021年12月と2022年1月は生産計画です。
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NexTone  (7094)     
笹木 義次 

 

音楽著作権の管理 

NexTone は、音楽著作権の管理を行っていま

す。著作権等管理事業、キャスティング事業、

その他と 3 つの事業セグメントから構成され

ています。著作権等管理事業は、著作権管理業

務とデジタルコンテンツディストリビューシ

ョン事業(以下 DD 業務と略称します)に分か

れています。 

 

利用促進に取組む 

著作権管理業務は、音楽著作権の利用許諾と、

音楽著作権の使用料の徴収と音楽著作権の所

有者に対する分配を行っています。 

 

DD 業務は、音源や映像などの音楽コンテンツ

を、国内外の音楽配信プラットフォーム向け

に提供しています。キャスティング事業は、主

にライブビューイングやライブ配信のサポー

トを行っています。DD 業務とキャスティング

事業は、音楽著作権の利用促進という役割を

担っています。 

 

今上半期は増益 

NexTone の 2022 年 3 月期上半期の業績は、

売上高が 34 億 47 百万円と前年同期比で

30.4％の増収に、営業利益は 2 億 98 百万円と

前年同期比で 37.4％の増益となりました。 

 

著作権管理業務では、インタラクティブ配信

の取扱高が増加しました。DD 業務では、ゲー

ムやアニメに関連する音楽コンテンツが順調

でした。DD 業務では、エンドユーザーがグロ 

 

ーバルに存在しているからです。 

 

下期偏重の今期計画 

NexTone の 2022 年 3 月期の業績は、売上高

が 79 億 70 百万円と前年比で 30.2％の増収

に、営業利益は 7 億 30 百万円と前年比で

35.3％の増益を計画しています。 

 

今期は、コロナ禍の影響等により新譜リリー

スが遅れる事から、下期偏重の計画となって

います。2022 年 3 月期上半期の進捗率は、ほ

ぼ前年同期並みの水準です。進捗率から見る

と、今期の会社計画はほぼ達成可能と筆者は

見ています。 

 

高い参入障壁 

著作権管理業務は参入障壁の高い事業です。

著作権の利用に関するデータの管理や、利用

料の徴収や分配に関わる実務能力が必要とさ

れるからです。また NexTone の業績にとって

重要な指標である管理楽曲数や取扱原盤が順

調に増加しています。以上の事から、筆者は投

資対象として評価しています。 

 

 

　
株価指標
株価 (2021/12/30) 円
売買単位
市場
時価総額 447

4,600.0
100株

マザーズ
億円

＜業績の推移＞
連結

決算期 売上 営業利益 経常利益 純利益 1株利益 1株配当

2020/3 4,345 305 295 191 23.6 0.0
2021/3 6,122 539 540 376 40.7 0.0
2022/3計 7,970 730 730 460 49.7 0.0
単位：百万円　（1株利益、1株配当は円）　計画は会社計画によります。

＜投資指標＞
連結

今期予想ＰＥＲ 97.1 倍
ＰＢＲ 15.82 倍
予想配当利回り 0.00 ％

出所：AstraManager よりアイザワ証券作成 
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MacbeePlanet(7095) 
笹木 義次 

 

LTV マーケティングで先行 

Macbee Planet は LTV マーケティングに関連

する一連のサービスを顧客企業に提供してい

ます。高い LTV が見込めるユーザーの集客、

成約、解約防止を支援するサービスを行って

います。LTV とは顧客生涯価値の事で、1 人

の顧客が一定期間を通じて企業にもたらす収

益の事です。LTV が人口に膾炙する前から、

MacbeePlanet は先行して LTV に焦点を絞っ

ている事に注目しています。 

 

MacbeePlanet は、アナリティックコンサルテ

ィング事業(以下 AC 事業と略称します)とマ

ーケティングテクノロジー事業(以下 MT 事業

と略称します)から構成されています。AC 事

業は、高い LTV が見込めるエンドユーザーの

集客を支援するサービスを行っています。MC

事業は、成約促進、解約率の減少、AI による

広告配信の 3 つのサービスから構成されてい

ます。 

 

投資対象として評価 

LTV マーケティングに対する需要は増加する

事が見込まれます。既存顧客から継続的に収

益を獲得するサブスクリプション型収益モデ

ルを志向する企業が増加している事が背景に

あるからです。Macbee Planet は、LTV マー

ケティングに関して先行して取り組んでいる

事から、先行優位性を持っています。LTV マ

ーケティングの先行優位性等を活かして、今

後増加が予想される LTV マーケティング需要 

を取り込む事で、Macbee Planet の成長が見

込める事が、投資対象として評価する要因で

す。 

 

今期は増益計画 

Macbee Planet の 2022 年 4 月期上半期の業

績は、売上高が 73 億 94 百万円と前年同期比

で 80.7％の増収に、営業利益は 6 億 38 百万

円と前年同期比で 90.2％の増益となりました。

AC 事業では、第 1 四半期に特定の証券会社の

大型キャンペーンを受注するなど、特需の効

果もありました。Macbee Planet では、2022

年 4 月期の業績は、売上高が 122 億 80 百万

円と前年比で 25.6％の増収を、営業利益は 10

億 60 百万円と前年比で 34.9％の増益を計画

しています。 

 

筆者は Macbee Planet の 2022 年 4 月期の業

績は、売上高が 127 億円と前年比で 29.9％の

増収を、営業利益は 11 億 50 百万円と前年比

で 46.5％の増益になると予測しています。上

半期の順調な進捗率等から、会社計画を上回

ると見ています。 

 

 

　
株価指標
株価 (2021/12/30) 円
売買単位
市場
時価総額 207

6,400.0
100株

マザーズ
億円

＜業績の推移＞
連結

決算期 売上 営業利益 経常利益 純利益 1株利益 1株配当

2020/4 6,466 374 364 263 98.7 0.0
2021/4 9,779 785 785 547 173.2 0.0
2022/4計 12,280 1,060 1,060 720 224.9 0.0
単位：百万円　（1株利益、1株配当は円）　計画は会社計画によります。

＜投資指標＞
連結

今期予想ＰＥＲ 28.8 倍
ＰＢＲ 9.00 倍
予想配当利回り 0.00 ％

出所：AstraManager よりアイザワ証券作成 
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